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横浜市 都市美対策審議会

景観形成の考え方

横浜山下町PJ

※今後の詳細検討および、諸官庁や行政協議によって計画が変更となる可能性がございます。
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■横浜市景観計画(平成20年４月施行、令和元年７月変更)における位置づけ

ホテル
ニューグランド

旧英国七番館
計画地

山 下 公 園

山下公園通り

計画図1の１：横浜市景観計画(関内地区)区域

・山下公園通りゾーンに位置

計画図1の2：歩行者ネットワーク・広場等

・山下公園通りは「関内地
区の各エリアを結ぶネッ
トワーク街路」及び「重点
歩行者ネットワーク街
路」

・蘇州小路は「補助ネット
ワーク」に位置づけ

計画図1の3：見通し景観・眺望景観等

・山下公園通りは「壁面の向きを概ね直角又は平行
とする通り」に位置づけ

計画図1の5：建築物の最高高さ

・景観計画による高さの緩和はなし
・地区計画での建物高さは31mを基本とし、景観への
貢献等に応じて31m超の緩和が可能

計画図1の6：壁面位置の指定

・計画地の街区は壁面位置の指定なし

計画図1の7：歴史的界隈形成エリア

・歴史的界隈形成エリア内に位置

計画地 計画地

計画地

計画地

計画地

計画地

31m以下
(緩和なし)

山下公園通り地区地区計画（平成14年３月策定、平成29年７月変更）

歴史的建造物（土木遺構も含む）

歴史的界隈形成エリア

横浜市景観計画区域（関内地区）

特定地区・準特定地区 境界線

ゾーン境界線

関内地区の各エリアを結ぶ
ネットワーク街路
（補助ネットワーク街路）

商業のネットワーク街路
（補助ネットワーク街路）

水際線のネットワーク街路
（補助ネットワーク街路）

重点歩行者ネットワーク
街路

道路境界線からの
壁面後退距離

0.5m以上

１．０ｍ以上

1.2m以上

2.5m以上

3.0m以上

建築物の１，２階
部分で2.5m以上

……
IIIIIIIIIIIIIII

31m超
60m以下

31m超
75m以下

31mを基本とし、
都市景観形成への貢献
があると市長が認める
場合は45m以下まで緩
和

計画図1の4：中華街の賑わい形成街路等
→本計画地は非該当
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■計画地周辺の現況

①

②

③
⑧

⑤

⑥

⑦

計画地

④
⑨

① ②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

N

⑨
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関内地区における景観計画・都市景観協議地区の策定
（平成２０年４月１日施行）より引用

■遠景（視点場）より

❶大さん橋からの眺望景観（標高１７ｍ）
・本計画においてはホテルニューグランドと並び、視認できる。

❷山手イタリア山庭園からの眺望景観
（標高３４ｍ）

・建築物により視線が遮られており、視認できない。

❸横浜外国人墓地からの眺望景観
（標高３６ｍ）

・高木や建築物により視線が遮られおり、
視認できない。

❹山下公園（世界の公園）からの眺望景観
（標高１０.６ｍ）

・高木により視線が遮られているため、
計画物の頂部のみ視認できる。

❶

❷

❸

❹
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計画地

計画地 計画地



■景観形成の大きな考え方

建物外観は低層・中層・頂部の3層構成とすることで、歴史的な建
物の要素を取り入れ、ホテルとして品格のある外観を意識させる
計画としています。

頂部

中層部

低層部

ニューグランド旧館の低層建物に対し、ニューグランドタワー棟
（約70ｍ）と計画建物（約45ｍ）が挟むことで、低層のニューグラ
ンド旧館が際立つ計画としています。

約10～12ｍに低層部の分節を設け、山下公園通りの街並みと調和し、
アイレベルでの街並み高さの統一感を意識した計画としています。

山下公園通り

【3層構成】

①街並みとの調和【遠景】

②ニューグランド（旧館）に対する対比的調和【中景】

③３層構成のホテルらしい品格のある外観【近景】

【街並みとの調和】

計画建物
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ニューグランド旧館

【対比的調和】
計画建物



搬入動線

主出入口

店舗出入口

■低層部および断面構成について

①横浜港への見通しの確保
山下公園通りに垂直な建物配置と
することで、蘇州小路からの見通し
を確保するよう配慮しています。

②街にひらいた飲食店舗
飲食店舗は客席が見える設えとす
ることで、店舗内の賑わいや照明が、
山下公園から見える計画としています。

③テラスの設置による賑わいの創出
1階飲食店舗にテラス席を設けるこ
とで、山下公園通りの賑わい形成に
寄与します。

④潤いとゆとりある歩行空間
蘇州小路の歩道と一体となった、歩
道状空地を設け、樹木を列植し、山
下公園通りの緑を蘇州小路に引き
込む歩行空間を計画しています。

⑤横浜港を一望できるロビー空間
12階にロビーラウンジを設ける事で、
利用者が、横浜港の眺望を堪能できる
計画としています。
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タワー式
駐車場

EV

塔屋
45m

20m

約3ｍ

テラス 12階ロビー

約3ｍ

飲食店

ホテル
（客室等）

山下公園通り

山下公園
横浜港

③

①

②

④

山下公園通り

山下公園・横浜港

A-A‘断面イメージ

⑤

②

A

A‘

※オーニング設置の有無及び色については、
今後変更となる可能性がございます。



■外観パース
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■外観コンセプトキーワード

[全体計画]
・品格と横浜の香りを感じる
3層(低層部・中層 部・頂部)構成

[頂部]
海・風・光の香るロビーラウンジ
・眺望を堪能できるロビーラウンジ
・ロビーテラスの天井は“海・風・光”
ゆらぎを感じられ、軽快さを演出

[中層部]
港の香りを感じる水平ライン
・重なるラインが水面を表現する

角地の香りを感じる曲線ライン
・角を曲面とすることで、
周辺建物との調和を意識

[分節部]
街並みとの調和、及び周辺建物との

調和を意識した低層部の分節

[低層部]
にぎわい香るのテラス
・山下公園通りに、にぎわいが
広がる店舗テラス

みなと町 山下の空気を纏う
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①

計画地

①外観

②見通し

②

N
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ニューグランド旧館との
対比的調和を持った外観

山下公園通りに直交した
西側外壁ライン

■近景イメージ



③
計画地

③ニューグランド中庭より

④東側より
④

N
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正面デザインが西側まで
回り込んだ外観デザイン

アイレベルを意識した
低層部の設え

■近景イメージ



■外装素材・色調について

品格を意
識した、
濃い色調
計画の低
層部

圧迫感を軽
減するよう
配慮した、
明るい色調
計画の中層
部
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軒天：フッ素系塗装

中高層：フッ素系塗装

中高層ﾘﾌﾞ：フッ素系塗装

低層部、低層部リブ
：フッ素系塗装

低層部：石調塗装

[中高層・頂部]

[低層部]



■立面図兼屋外広告物イメージ

北立面図 西立面図 南立面図 東立面図

20M
Scale

10M

A軒天井：フッ素系特殊塗装 B：フッ素系吹付塗装 C：フッ素系特殊塗装 D：石調塗装 E：フッ素吹付塗装
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■夜景パースイメージ
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■夜景パースイメージ

14

[低層部]
飲食店舗の明かりや賑わいが、
歩行空間に滲み出す照明計画

[頂部]
ロビーの賑わいが遠景から
感じられる頂部照明計画

[中層・低層部]
街並みとの調和を意識した
照明計画

[全体計画]
ホテルらしい温かみのある
照明計画



 
 

事業者提案に対する市の考え方 
 
 
本計画の敷地は、山下公園に面し、歴史的建造物であるホテルニューグランドに隣接する

街区に位置しています。また、敷地面積は約 1,000 ㎡と狭小です。このような与条件の中

で、低層部の賑わいの創出やホテルニューグランド等の街並みとの調和について重点的に

協議を行ってきました。以下に市の考え方を示します。 
 
１ 配置計画  

本計画は敷地面積が狭小な中、１階に賑わい施設の飲食店や地区計画で必要な空地を

配置するために、建物最上階にロビーを設けました。これにより、山下公園通りと蘇州小

路沿いに面して飲食店を大きく構えて賑わいを創出することが可能となり、あわせて、蘇

州小路から山下公園方面への見通し確保にも配慮した計画となっています。 
また、ロビーを最上階に設けたことで、ホテルを訪れる全ての人々が山下公園越しに横

浜港を一望できる眺望を楽しむことが出来る点において、公共貢献要素が最上階にも設

けられていると考えます。 
 
２ 賑わいの創出 

本計画は、賑わいの創出として、山下公園通りと蘇州小路沿いに面して飲食店を配置す

る計画です。床から天井まで大きな開口を設け、山下公園通り側にはテラス席も一部設け

ることで、通り沿いの賑わいづくりが演出された計画となっています。 
 

３ ファサードデザイン 
(1)街並みとの調和 

本計画は、遠景・中景・近景からの見え方を意識して街並みとの調和を図っています。

遠景では、山下公園通りの全体的な街並みと調和する事を意識して、低層部の分節を設

けています。中景では、隣接する歴史的建造物・ホテルニューグランド旧館に対して、

高層となる本計画とホテルニューグランド新館が挟むことで対比的な調和を生み出し

ています。また、建物中層部の外壁を白色基調にし、ホテルニューグランド旧館が際立

つような配慮もしています。近景では、低層部をホテルニューグランド旧館の品格を意

識して濃い色調計画とし、コーニスラインなどの歴史的な建物要素を取り入れつつ、建

物プロポーションとしてバランスの取れた 3 層構成となっています。 
 

(2)その他 

夜間景観については、隣接する歴史的建造物・ホテルニューグランド旧館のライトア

ップを阻害しないよう、落ち着いた外観となるよう配慮がなされています。また、飲食
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店の明かりが山下公園通りと蘇州小路沿いに滲み出て、歩行者が安心して歩ける夜間

景観の創出に資する計画となっていると考えます。 
屋外広告物については、必要最低限の配置・大きさとなっており、山下公園通り地区

の景観と調和された、秩序ある広告景観になっていると考えます。 
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